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一対比較行列の大きさ（n）  

図4 シミュレーション結果  

表1 結果の主な数値  きると考えられる。  
5．結論   

不完全情報を推定する方  
較行列の作成に応用した。  

n   
比較回数  

全  最小  平均   最大   

5   10   6．36   10   

10   45   10   18．61   

105   20   32．51   

190   47．49   

25   300   40  63．61   

30   43．5   58  80．27   111   

595   97．06   131   

40  780   113．96   145   

4 990   103  131．91   169   

1225   119  149．52   185  
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とが得られた。  

（1）推定の併用  

比較の回数が大  
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（2）比較回数の減‘少は一対  の
 
 

行
 
 

較
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○  大きさが大きくなるほど顕  
（3）各大きさごとの最大比較回  す

 
 

数
 
 ベての欠落要素を推定できる限界値  

と
 
 

思われる。  

（4）代替案が多い場合に、手作業で作  
成するよりも比較的容易に一対比較行  

列を作ることが可能とな 
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図4と表1より、一対比較行列の大  
きさ〃が小さいうちは推定の効果はあ  

まり見られないが、乃が大きくなるに  

従って比較回数が減っていることがわ  

かる。たとえば乃＝5のとき最大比較回  
数は全比較回数と同じで推定の’効果は  
無いが、 乃＝50では最大比較回数は全  
比較回数の約1／6となっている。   

一方、図4より、一対比較行列の大  
きさごとの最大比較回数の解釈として、  
ランダムに最大比較回数と同じ数の一  

対比較があれば、残りの比較は推定で  
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© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




